
家畜保健衛生だより 
  

 
 
 
 
 
 
 

 

既にファクシミリ等でお知らせしていますが、豚のほ乳期用飼料

に添加が認められていた「リン酸タイロシン」が、飼料添加物として

の指定が取り消されることとなりました。５月１日より、タイロシン

を飼料添加物として含有する飼料は使用できなくなりますので、５

月１日以降は使用しないでください。万一、残ってしまった場合は、

適切な処理にて速やかに廃棄をお願いします。 

 
 

 

 
 
 

もうすぐゴールデンウイークです。国内では岐阜県・愛知県等で豚コレラの

発生がある中、海外に目を向けると、このＧＷ時期は人や物の動きが活発にな

り、家畜伝染病の侵入リスクは高まることが予想されます。 

隣国の韓国においては、本年１月に口蹄疫（Ｏ型）が牛で発生しています。

中国においては、２０１８年８月３日以降、アフリカ豚コレラの発生が続き、

４月８日時点で 91 件（戸数ではありません）が報告されています。アフリカ

豚コレラの発生は、中国以外のアジア地域では１月以降、カンボジア１件、ベ

トナム２件、モンゴル３件の発生報告があります。 

生産者におかれましては、これらを対岸の火事と考えず、今一度、飼養衛生

管理基準等を再確認・遵守し、疾病の侵入防止に努めましょう！ 

 

【アフリカ豚コレラの予防対策の重要ポイント紹介動画】 

 http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/asf.html 

 

 

飼料添加物「リン酸タイロシン」を含む飼料の使用は 

５月１日以降、禁止となります！ 
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GW 中の家畜伝染病の侵入リスクに注意を！ 


